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農林水産省の委託プロジェクトにおける品種普及拡大の取り組み
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はじめに
前記事「農林水産省の委託プロジェクトにおけ
る品種育成の取り組み」では、農林水産省の委託
プロジェクト（以下、加工プロ）で育成された特
産農作物を紹介したが、加工プロでは、新規育成
品種の普及促進のための方策を提示することを目
的に、生産現場での安定生産栽培技術や、その生
産物を利用した商品開発、生産者・加工業者間の
連携を支援するツールの開発等を行った。具体的
な品目として大豆、サツマイモ、さとうきびを取
り上げ、実践的な研究を進めたので、以下に紹介
する。

新品種大豆の産地化に向けた取り組み
近年育成された黒大豆品種のひとつとして「ク
ロダマル」が挙げられる。「クロダマル」は、暖地
向けに初めて育成された煮豆用大粒黒大豆品種
で、（独）農研機構・九州沖縄農業研究センターで
育成された（平成19年品種登録）（図１～２）。本
品種は加工時の粒の割れ等が少ないため、煮豆の

製品歩留まりが高く、アントシアニン（ポリフェ
ノールの一種）の量も多いという特徴がある。ま
た、表面はツヤがあり外観品質も良い。さらに、
一般的な黒大豆と比べて苦味が少なく甘味が強い
という特徴もある。
一般的に黒大豆は正月用や伝統食材の煮豆とし

て利用されているが、最近では様々な黒大豆製品
が販売されている。加工プロにおいて黒大豆製品
の店頭調査を行ったところ、重複を除く150アイ
テムもの商品が収集された。カテゴリーとしては
16に分類でき、その中で黒大豆、菓子類、茶類、
煮豆類が多く、他にはサプリメントや化粧品もあ
り、幅広い商品開発が行われていることが明らか
となった（表１）。加工プロにおいても「クロダマ
ル」を用いた商品開発が進められ、黒豆おこし、
甘納豆、炒り黒豆、たい焼き等の新たな商品が多
数開発された。
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図１ 「フクユタカ」（左）、「クロダマル」
（中央）、「新丹波黒」（右）の子実

（資料提供：農研機構九州沖縄農業研究センター）

図２ 「フクユタカ」（左）、「クロダマル」
（中央）、「新丹波黒」（右）の草姿

（資料提供：農研機構九州沖縄農業研究センター）
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表１ 黒大豆商品の価格特性分析結果

図３ Soya 試算シートによる取引状況の例示
（資料提供：農研機構九州沖縄農業研究センター）

（資料提供：農研機構九州沖縄農業研究センター）



次に、「クロダマル」は直接取引されるため、市
場価格を参考に取引価格を決められない。そこで
加工プロでは、「クロダマル」の産地づくりを支援
するため、加工業者と生産者との価格交渉を容易
にするための「Soya 試算シート」（Windows パソ
コン用ソフトウェア）を開発した（図３）。本シー
トは、産地ごとの交付金制度の情報と生産費情報
を抽出する機能を含み、ユーザーが容易に地域の
大豆10a、１ kg あたりの交付金額、粗収益、農業
所得などを求めることができる。それを参考にし
て、加工業者の提案する購入価格に生産者が納得
すれば取引が成立することになり、双方の希望に
開きがある場合には本ツールを応用して価格を調
整することが可能である。本シートは実際に活用
されており、例えば大分県、生産者、卸売業者、
豆菓子製造業者が本シートを利用しながら「クロ
ダマル」の生産を拡大している。また、熊本市の
豆腐加工業者と生産者、大分県の生産者と豆腐・
醤油メーカーが本シートを活用し直接取引を行っ
ているという事例もある。
九州沖縄農業研究センターは、「クロダマル」を
中心とする異種業連携（生産者と加工メーカー、
流通業者間の連携）を成功させるポイントとして、
次の８点を挙げている。（１）対等な立場で交渉・
連携するために、経営・企業として自立している
こと。（２）連携による相乗効果を発揮するため
に、自社ならではの強みを持っていること。（３）
互いの状況を知る努力をし、相互理解を図ること。
（４）持っている情報や価値観を共有して共同事
業を進めること。（５）それぞれの主体が何をす
べきかが明確になるよう、目的や目標の共有が図
られていること。（６）定期的な意見交換会や産
地検討会など、積極的に「場」作りをすること。
（７）相互に意思疎通ができる広いネットワーク
を有していること。（８）新たな価値創造を続け
るために、互いに対等な関係であること。
今後、「クロダマル」に関する異種業連携が形成

される際に、以上のポイントが考慮されることに
より、「クロダマル」の産地化が促進されることを
期待している。
「クロダマル」の産地を形成する上で、適切な栽
培によって安定した収量を確保することも重要で

ある。そこで加工プロでは、産地化の取り組みが
進んでいる大分県において、クロダマルの栽培試
験を行い、栽培暦（生育のステージ、主な作業、
具体的な作業内容等を表にしたもの）並びに栽培
のポイントを整理した。例えば播種適期について
は、山間地で６月中下旬、平坦地で７月上中旬と
なり、遅まきだと生育量不足となり収量が低下す
る。収穫期は通常の大豆に比べて20日程度遅くな
る。「クロダマル」は通常の大豆より粒が大きい
ため、子実が水分を吸水するのに時間がかかり、
また、子葉を地上に持ち上げるのに大きなエネル
ギーを必要とする。そのため、出芽が播種時の土
壌状態に大きく左右される。出芽率の向上のため
に、播種前に砕土を十分行い、乾燥時は深めに、
多湿時には浅く播種するのが望ましい。収量に大
きく影響する中耕・培土は、２回実施する必要が
ある。加工プロでは、このような栽培のポイント
がまとめられ、大分県を前提とした「クロダマル」
の栽培暦が作成された。
以上、「クロダマル」の産地化を支援するための

取り組みについて紹介したが、詳しくは、九州沖
縄農業研究センターのホームページ（http://ss.
knaes.affrc.go.jp/old_team/Collaboration/kuroda-
maru/shien.html）で、クロダマルのパンレットや
マニュアルを見ることができるので、参考にして
いただきたい。

新品種サツマイモの新商品や利用用途の開発
「クイックスイート」は、迅速調理が可能な良食
味青果用サツマイモ品種で、（独）農研機構・作物
研究所で育成された（平成17年品種登録）（図４）。
本品種のデンプンは、通常のサツマイモデンプン
に比べて約20℃低い温度（約50℃）で糊化するた
め、迅速に加熱調理ができ、通常食味の劣る電子
レンジ調理においても良好な食味を示す。
こうした特性を活かした販売を行うため、当初

は手軽に食べられるよう、電子レンジ用調理袋に
いもを入れた販売方法を試みた。しかしレンジ袋
での販売では、レンジ袋に入らない長いいもは規
格外となってしまう欠点があった。そこで、レン
ジ袋ではなく、通常の袋にいもを入れ、品種特性
と電子レンジ調理の方法を示したリーフレットを
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添付した商品にしたところ、レンジ袋を用いた場
合と同等の売上が得られることを確認した。
干し芋の生産現場では、シロタ（白色不透明部）
の発生が問題となっているが、「クイックスイー
ト」のようなデンプン糊化温度が低い品種にはシ
ロタがほとんど発生しない。そのため、「クイッ
クスイート」は干し芋としても販売可能である。
ただ、クイックスイートの干し芋は外皮に近い部
分が固くなるため、全面に外皮が覆う丸干しでは
やわらかな食感が味わえなくなる欠点があった。
この問題を解決する方法とし
て、イモを拍子木型に縦半分に
カットし、切り干し芋として商
品化することが考案された。そ
の結果、内部の柔らかい部分が
表面に出ることで食感が改善さ
れた。また、小さなサイズも干
し芋にできるので、イモ生産か
ら販売まで自社で行う干し芋製
造業者にとっては歩留まりの問
題が改善された。
加工プロでは、「クイックス

イート」以外に、「パープルス
イートロード」、「オキコガネ」
についても新商品や利用用途の
開発を試みた。「パープルス

イートロード」は、良食味で多収な青果用紫サツ
マイモ品種で、（独）農研機構・作物研究所で育成
された（平成16年品種登録）（図５）。従来の紫サ
ツマイモ品種は加工目的で開発されたため、蒸し
いも等の食味は劣り、青果用に利用できる良食味
のものは少なかったが、本品種は、食味も良く、
外観が優れ、形状や大きさの揃いが良く、多収で
ある。次に「オキコガネ」は、低糖・低でん粉の
調理用サツマイモ品種で、（独）農研機構・九州沖
縄農業研究センターで育成された（平成19年品種
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図４ 「クイックスイート」の外観
（資料提供：農研機構作物研究所）

図５ 「パープルスイートロード」の外観
（資料提供：農研機構作物研究所）

図６ 「オキコガネ」の外観
（資料提供：農研機構九州沖縄農業研究センター）



登録）（図６）。本品種は多収で、いもの形状およ
び外観も優れている。調理しても甘味が少ないた
め、調理素材として幅広く利用できる品種である。
「パープルスイートロード」については、加工プ
ロにおいて冷凍焼きイモの商品化を検討した。ま
ず消費者のニーズ調査を行った結果、輪切りにし
て１人前（150g）のパックで200円以下なら購入
したいというニーズがあることが分かった。ま
た、輪切り１人前パックの試作品のモニター評価
ではイモの断面に生じる割れの解消や包装などの
改善が要望された。しかし、トレイを使うなどの
改善案はコスト高となり、１人前パックの販売価
格が200円を大きく超えると予想されたため、商
品化には至らなかった。また、「パープルスイー
トロード」のサンプルを業務用実需者に配布した
が、まだ珍しく少量しかない品種であるため、規
格ごとの販売に応じられず、注文があっても対応
できなかった。
「オキコガネ」についても、飲食店等に対してサ
ンプルを配布して利用を促したが、飲食店は他の
青果とまとめてサツマイモを仕入れるため、他の
青果と同じ既存の流通ルートで扱われるようにな
らないと、飲食店に安定供給できないことから、
「オキコガネ」の利用者確保にはつながらなかっ
た。そこで次に、コロッケで町興しをしている茨
城県龍ヶ崎市において、「オキコガネ」のコロッケ
利用を提案した。「オキコガネ」を原料として既
存製法でコロッケを製造した結果、商工会関係者
からジャガイモ（男爵）よりも高い食味評価を受
けた。これを受け、地元では原料確保のための「オ
キコガネ」の栽培が開始された。
以上のように、加工プロの中でサツマイモの新
商品や利用用途の開発は若干進んだが、普及拡大
のためには課題が多いことが明らかになった。
（独）農研機構・中央農業総合研究センターは、
新品種導入の基本的な考え方、これまでの新品種
導入失敗の原因、販売先に応じた品種の選びかた、
取引関係の結びつけかたなどを検討し、新品種を
現場に普及させるための参考書として「サツマイ
モ新品種導入の手引き」を作成した（http://narc.
naro.affrc.go.jp/soshiki/mrt/result.html）。本書で
は、これまでの新品種導入に見落とされていた

ニッチ商品としての特性について解説されてい
る。また、これまでの新品種普及の失敗例から、
産地で新品種導入を検討する際の導入戦略策定手
法について示されている。さらに販売促進や、生
産面での対応から販売先との関係づくりの方法が
示されている。そして最後に、新品種の生産から
販売までの連携をはかるため、実務担当者間で調
整を図るべき内容が示されている。今後、新品種
を活用して農商工連携や地域振興を考えておられ
る方々は、本書を参考にしていただきたい。

さとうきびの秋収穫品種の定着に向けた取り組み
現在のさとうきび生産は、収穫や株出し栽培（収
穫後の地下株から再び出る芽から栽培）などの作
業のピークが１～２月に集中しているため、さと
うきび生産の維持、拡大のためには、収穫時期の
早期化が必要である。収穫の早期化が進めば、
12～１月に植え付けする葉タバコ等との輪作が可
能となるというメリットもある。早期収穫（秋収
穫）のためには、早期から糖度が高くなる品種が
必要であり、加工プロでも早期高糖性のさとうき
び品種「NiN24」や「Ni29」などを育成した（前記
事「農林水産省の委託プロジェクトにおける品種
育成の取り組み」を参照）。
加工プロでは、早期高糖性品種の定着を促進す

るため、沖縄本島で秋収穫の試験栽培を行うとと
もに、タバコとさとうきびの複合経営に対する評
価や、製糖工場への影響調査を行った。
試験栽培は、沖縄本島南部の糸満市米須地区で

行い、早期高糖性の４品種（「NiF ８」、「NiTn20」、
「NiN24」、「KTn94-88」）を栽培し（株出し栽培）、
10月収穫と11月収穫の特性を調査した（平成19
年）。そ の 結 果、10 月 収 穫 で は「NiN24」と
「KTn94-88」が基準糖度の13.1を超え（13.2およ
び13.3）、原料茎重も他品種に比べて高かった
（1024および1030kg/a）。ただ「KTn94-88」は、さ
び病が発生しやすいため、10月収穫の品種として
は「NiN24」が有望だった。11月収穫については、
全ての品種について糖度が13.1以上（13.1～13.9）
だったが、「NiTn20」については原料茎重が1135
kg/a と高く（他は784～921 kg/a）、最も有望だっ
た。

特産種苗 第11号

－22－



次に、本島南部におけるタバコ経営（夫婦２名、
タバコ作２ ha）を例にとり、タバコとさとうきび
の複合経営に対するモデル分析を行った。その結
果、タバコ２ ha と秋収穫品種１ ha を組み合わ
せ、そのうち３割をハーベスタ（収穫機）による
収穫委託する場合が最適となり、52万円の所得増
加効果があるという分析結果が得られた。このこ
とから、タバコとさとうきびの複合経営がさとう
きびの秋収穫技術の普及対象として非常に有望で
あると考えられる。
秋収穫の導入によるさとうきび生産体系の変化
は、製糖工場にも影響を及ぼすため、加工プロで
は、秋収穫の導入がさとうきび生産と製糖工場に
及ぼす影響を定量的に評価するシミュレーション
モデルを開発した。このモデルを用いて、沖縄本
島にある製糖工場を事例として、既存の夏植えに
秋収穫品種が代替するという設定で、製糖開始を
12月３週から11月１週に早め、秋収穫導入面積を
200ha とした場合のシミュレーションを行うと、
粗糖当たりの製糖コストについて、当初２年間は
現行よりも高いが、３年目以降は増産効果により
現行よりも低くなることが分かった（図７）。
（独）農研機構・九州沖縄農業研究センターは、
さとうきびに関するこれまでの研究で得た知見を
もとに「さとうきび生産と製糖工場のシミュレー

ションモデル」を刊行し、関係機関に配布した。
本書では、さとうきび産業の現状や秋収穫技術に
ついての解説や、無償のソフトウェアを利用した
シミュレーションの方法が述べられており、さと
うきび産業に関わる方々に活用していただけるこ
とを期待している。

おわりに
以上、大豆、サツマイモ、さとうきびについて、

加工プロで行った品種普及拡大の取り組みを紹介
した。大豆については、黒大豆の商品開発や、加
工業者と生産者が取引価格の交渉を容易に進める
ことができる「Soya 試算シート」、異種業連携を
成功させるポイント、「クロダマル」の栽培のポイ
ントについて紹介した。サツマイモについては、
「クイックスイート」、「パープルスイートロード」、
「オキコガネ」の新商品や利用用途の開発、中央農
業総合研究センターが作成した「サツマイモ新品
種導入の手引き」について紹介した。さとうきび
については、早期高糖性品種を用いた秋収穫の試
験栽培、タバコとさとうきびの複合経営に関する
モデル分析、さとうきび生産と製糖工場のシミュ
レーションモデルについて紹介した。今後これら
の研究成果が、新品種の普及促進に広く役立てら
れることを願っている。
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図７ 粗糖当たり製糖コスト（秋収穫導入のシミュレーション結果）
（資料提供：農研機構九州沖縄農業研究センター）


